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1.  緒　言

文部科学省（2012）は，新体力テスト施行後の 14 年間
では子どもの体力水準は横ばいもしくは向上の兆しがみら
れるが，子どもの体力水準が高かった昭和 60 年頃と比較
すると依然として低い水準であることを報告している．ま
た，体力が高い子どもと低い子どもの格差が広がっており，

このことはスポーツ少年団や部活動などで運動をよくする
子どもとほとんどしない子どもの二極化が指摘されている
ことからも理解できよう（文科省，2008b）．このような
子ども達の体力低下の問題を踏まえて，体育授業において
はすべての運動領域で体力向上をめざす方針が示されてい
る（中教審，2008）．

一般に，ボール運動・球技は，子ども達に人気がある運
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Abstract
The purpose of this study was to examine the effect of playing small-sided games of soccer 
with a change in pitch area per player. Two types of small-sided games, “pitch area per 
player was small”, and “pitch area per player was large”, were played by two first year 
junior high school PE classes. Twenty students participated in the game with a small pitch 
area per player (S group), and 20 students participated in the game with a large pitch area 
per player (L group). Before and after classes, a skill test (figure eight dribble), a fitness test 
(150m sprint with changing direction ; 25m×6 times, rest interval 30s), and a test game were 
conducted. In addition, students’ formative evaluation was conducted after each class. The 
main results were as follows :
1) The results of figure eight dribble improved significantly after classes in both groups.
2) The mean time for 6 sprints improved significantly after classes in the L group. 
3) There were no significant differences in the distance covered and heart rate during the 

game after classes in both groups.
4) The score in way of learning and cooperation in students’ formative evaluation tended to 

decrease as class progressed in both groups.
These results suggest that improvement of energy-related physical fitness could be obtained 
in the game with a large pitch area per player, although improvement of technique could be 
obtained regardless of size of pitch area in small-sided games.
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動であることが知られている（松本，2006）．しかしその
一方において，ボール運動・球技の抱える問題点について
も指摘されてきている．これまでのボール運動・球技の授
業では，分習法に位置づくドリル練習や全習法に位置づく
ゲームが用いられてきた（内山，2006）．しかし，前者で
はドリル練習で高めた技能が実際のゲームに結びつかない
こと，後者では技能レベルの高い一部の生徒にゲームが独
占され，実際にゲームに参加できていない生徒が多いこと
などが問題点として指摘されてきた（内山，2006）．したがっ
て，ボール運動・球技の授業では，少人数のゲーム，すな
わちミニゲームが推奨されている（高橋，2009）．

ボール運動・球技に関する授業研究をみると，技能を構
成する技術・戦術面，体力面，心理面のうち技術・戦術面
や心理面に着目した研究は数多くみられる（鬼澤ほか，
2007，2008；丸井，2012）．一方，体力面に着目した研究
は数少ないが，そのなかでも津田ほか（2013）の研究があ
る．津田ほか（2013）は，コートの広さを工夫した 4 対 4
のゲーム（ミニコート群：縦 30m ×横 20m，ラージコー
ト群：縦 40m ×横 30m）を単元の中に組み込んだサッカー
の授業の効果を検討した．その結果，いずれの群において
も体力の向上が認められたことを報告している．しかし，
上述の研究は，コートの広さを工夫した 4 対 4 のゲームを
単元の中に組み込んだ授業の効果を検討したに過ぎない．
中学校体育副読本をみると，サッカー（1・2 年）では 4
対 4 や 8 対 8 のゲームを行うことが明記されている（浅井・
中山，2011）．また，日本サッカー協会（2011，2012）は，
育成年代において，試合状況の中で個の力を磨くために 8
人制サッカーを推奨している．これらのことから，8 対 8
のゲームを組み込んだ授業の効果を検討することは意義深
いと考えられる．

学習指導要領では，ボール運動・球技は戦術やルールの
観点からゴール型，ネット型，ベースボール型に分類され
た（文科省，2008a）．このうち，ゴール型では生徒が学習
課題を追求しやすいように人数，コートの広さ，用具，プ
レイ上の制限などを工夫することが求められている（文科
省，2008a）．このことに関連して，体力つくりに対する効
果という観点からゲームの人数を少なくすることに加えて
1 人あたりのコートの広さを工夫することが重要であるこ
とが報告されている（Hill-Hass et al., 2011）．しかし，こ
の知見を体育授業に応用した研究は極めて少ない（津田ほ
か，2013）．

そこで本研究では，1 人あたりのコートの広さの異なる
サッカーのミニゲーム 8 対 8 を単元計画の中に組み込んだ
授業の体力つくりからみた効果を検討することを目的とし
た．本研究により，ゴール型教材・サッカーにおいて技能
の向上に結びつく方向で体力を高めるための教材のつくり

方および授業の行い方を提示することができると考えられ
る．なお，体育科の目標は社会のニーズの変化に伴って，
重点目標に変化がみられる．戦後の子ども達の体力低下を
受けて，昭和 43 年に改訂された学習指導要領では体力つ
くりの目標が強調された（高橋，1997）．これを受けて教
育現場においては，業間体操，全校体育，トレーニングの
原理にもとづいた体育実践が行われた結果，多くの体育嫌
いを生み出した（高橋，1997）．したがって，サッカーの
授業をとおして体力つくりを促していく場合であっても，
生徒の学習に対する意欲や関心を損なわないように配慮す
ることが必要である．このことを考慮して，本研究では授
業の効果を技術面や体力面に加えて心理面も含めて包括的
に検討した．

2.  方　法

2.1.  対象者

対象者には，石川県下の U 中学校に在籍する 1 年生の
男子生徒 1 組 20 名および 7 組 20 名を用いた．身体的特徴
は Table 1 に示したとおりである．本研究では，任意に 1
年 1 組をミニコート群，1 年 7 組をラージコート群とした．
サッカー部に所属する生徒の比率はミニコート群では 20
名中 1 名，ラージコート群では 20 名中 2 名であったこと
から，クラスによって大きな違いはないものと考えられる．
ミニコート群の授業は教師歴 24 年の保健体育教諭により，
2012 年 9 月 10 日～ 10 月 3 日に実施された．ラージコー
ト群の授業は教師歴 5 年の保健体育教諭により，2012 年
10 月 5 日～ 11 月 8 日に実施された．ラージコート群にお
いて，実施期間が長くなった理由として天候不良の問題が
あげられるが，週 2 ～ 3 回の授業のうち連続した日時でな
いことから体力面に大きく影響したことはないと考えられ
る．学校長，担当教諭およびすべての対象者に対して本研
究の目的，方法，安全性などを十分に説明し，実験参加に
対する同意を得た．

2.2.  単元計画

Figure 1 に，ミニコート群およびラージコート群の単元
計画を示した．単元目標はいずれの群も練習のしかたを知

Table 1   Characteristics of students.

Height (cm) Weight (kg) Class 

151.7±7.7 43.2±7.5 1－1 

153.5±6.7 43.4±7.5 1－7
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ること，それらの練習をとおしてサッカーの技能を高める
こととした．本研究では，単元を 10 時間で構成し，はじ
めの 1 時間目にオリエンテーションおよびゲームテスト，
2 時間目にスキルテストおよび体力テストの時間を，単元
おわりの 9 時間目にスキルテストおよび体力テストの時間
を，10 時間目に全体のまとめおよびゲームテストを設け
たことから実質的な授業は 6 時間となった．確かな学習内
容の習得をめざす体育授業では，単元計画は単元前半から
単元後半にかけて意図的・計画的にステップアップを図る
必要がある（高橋，2009）．このことを考慮して，実際の
授業では，両群ともに単元前半 3 時間にはナンバーパス（加
藤，1994）を行わせ，単元後半 3 時間には 3 対 1 ボールキー
プ（小澤，2010）を行わせた．授業全体をとおしてミニコー
ト群には 1 人あたりのコートの広さが小さいゲームを，
ラージコート群には 1 人あたりのコートの広さが大きい
ゲームをそれぞれ行わせた．

毎回の授業のはじめにボールに慣れるための運動（小澤，
2010）として，ボールタッチ，ボールコントロール，ボー
ル引き寄せを行わせた．ボールタッチは，足の裏で前方に
10 回，次に足の裏で後方に 10 回，足の内側で 10 回ボー
ルにタッチする運動である．ボールコントロールは，ボー
ルを手で投げあげて足の内側でコントロールする運動であ
る．ボール引き寄せは，左右交互の足で静止しているボー

ルに回転を与え，ボールをリフトアップする運動である．
次に，ドリル練習として，単元前半にはナンバーパス（加

藤，1994）を行わせた．ナンバーパスは，クローズドスキ
ル（相手がいない状態での反復練習）を高めるための運動
であり，直径約 10m の円の中で仲間とコミュニケーショ
ンを取りながら，番号順にボールをパス・コントロールす
る運動である．1 時間目にはインサイドキック（ボールを
飛ばす技術），2 時間目にはコントロール（ボールを受け
る技術），3 時間目にはコミュニケーションを主な学習内
容とした．

単元後半には 3 対 1 ボールキープ（小澤，2010）を行わ
せた．3 対 1 ボールキープはオープンスキル（相手をつけ
て状況判断をしながらの練習）を高めるための運動であり，
コートの広さを縦 10m ×横 10m，人数を攻撃 3 名，守備
1 名として行わせた．攻撃側が守備側にパスカットされる，
またはボールがコートから出てしまった場合，守備と交代
するというルールで行わせた．4 時間目には攻撃者の 3 人
で三角形をつくること，5 時間目にはパスを受ける側は
デッドゾーンから抜けてボールをもらいにいくこと，6 時
間目にはパスの方向・強さ・タイミングを主な学習内容と
した．

本研究では，8 人制サッカーに着目し，コートの広さを
変えたゲームを以下のように設定した．

Figure 1   Study program of small court group and large court group.
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②Drill 

③Game 

・3vs1 ball possession 

①Explanation of course 

②Skill test 

③Physical fitness test 
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⑤Questionnaire 

8vs8，40m × 30m 

④Cool down 

①Warm up 
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ミニコート群（コートの広さ：縦 40m ×横 30m，人数：
8 対 8，1 人あたりのコートの広さ：150 ㎡）

ラージコート群（コートの広さ：縦 60m ×横 40m，人数：
8 対 8，1 人あたりのコートの広さ：300 ㎡）

一般に，コートの広さはプレイヤーの人数と年齢によっ
て決定され，8 人制サッカーでは正規のコートの広さの約
半分で行われること（日本サッカー協会，2011，2012），
および実験校のグラウンドの面積などを考慮した上で設定
した．これら 2 種類のゲームをそれぞれ用いることにより，
コートの広さの相違による影響を明らかにすることができ
ると考えられる．いずれのクラスもゲーム時間は前後半そ
れぞれ 5 分とした．なお，チーム内の技術の低い生徒にゴー
ルキーパー（GK）を押しつけることのないように，GK
は交代で行わせた．また，1 チームの人数が既定の人数を
超える場合には，前後半でメンバー交代を行い，すべての
生徒がゲームに参加できるように配慮した．

2.3.  授業に対する介入方法

単元に先立って事前介入および単元中の介入の 2 種類を
実施した．事前介入では，授業のねらい，単元計画，授業
の展開に加えて授業の雰囲気，マネジメント，学習の規律

（高橋，1994）について介入者と授業者間で共有した．また，
単元開始後は研究者が毎時間の生徒に対する教師の関わり
方や生徒による学習内容の状況などを記録し，毎授業終了
後に教師と話し合いを持った．そこでは，授業中の生徒の
様子を振り返りながら生徒による学習内容の習得を把握す
るとともに次時での指導の力点について確認した．

2.4.  測定項目および測定方法

両群における授業の効果を検討するために，単元前後に
スキルテスト（8 の字ドリブルテスト），体力テスト（150m
方向変換走）およびゲームテストを実施した．また，毎回
の授業終了後に形成的授業評価を実施した．

2.4.1.  スキルテスト
スキルテストとして，8 の字ドリブルテストを行わせた．

8 の字ドリブルテストは，技術水準を簡易にかつ客観的に
評価できるテストであることが報告されている（磯川，
1983）．8 の字ドリブルテストでは，コーンの間隔を 2m
とし，30 秒間に 2 つのコーンの間を 8 の字に何周するこ
とができるかを測定した．

2.4.2.  体力テスト
体力テストとして，150m 方向変換走を行わせた．150m

方向変換走は，5m と 7.5m を組み合わせた 25m からなる
方向変換走を 30 秒間の休息を挟んで 6 回繰り返し行わせ
た．本研究では，6 本の平均値を加速・減速あるいは方向
変換という動きの中で発揮される走力の優劣を反映する指
標として用いた．

2.4.3.  ゲームテスト
ゲーム中の動作応答，生理的応答，心理的応答などに単

元前後で変化が認められるか否かを検討するために，単元
前後にゲームテストを行わせた．コートの広さは，ミニコー
ト群では縦 40m ×横 30m，ラージコート群では縦 60m×
横 40m として行わせた．いずれの群においても 1 チーム
の人数は 8 人，ゲーム時間は 5 分，課題はパスをつないで
ボールをゴールに向かってすすめることとした． 

（1）動作応答
ゲームへの参加機会を反映する指標としてボール接触回

数を算出した．また，ゲーム中の活動量を反映する指標と
して移動距離を算出した．ゲームは，コートのエンドライ
ンから約 15m の距離にある校舎の 3 階（約 10m）に設置
した 2 台のビデオカメラ（Sony 社製，HDR-CX560V）を
用いてコート半面ずつを撮影した．ボール接触回数はある
生徒にボールがパスされ，その生徒から他の生徒にパスさ
れるまでのプレーを 1 回と規定し，映像の再生画面を用い
て算出した．移動距離は，動作解析システム（DKH 社製，
Frame-DIAS Ⅳ）を用いて 2 次元 DLT 法により算出した．
なお，解析上の測定誤差を測定するためにコートの画面上
の長さと実際の長さとの相関係数を算出した結果，両者の
間には強い相関関係がみられた（r = 0.99）．

（2）生理的応答
ゲーム中の運動強度を反映する指標として心拍数を測定

し た． 心 拍 数 は 自 動 心 拍 数 測 定 機 器（POLAR 社 製，
RS400）を用いてゲーム開始から終了まで 5 秒毎に記録し
た．代表値にはゲーム中の平均値を用いた．

（3）心理的応答
ゲームに対する心理的応答をみるために，ゲーム後に質

問紙による意識調査（津田ほか，2013）を実施した．この
質問紙による意識調査は技術・戦術面，体力面，心理面の
3 側面，計 14 個の質問項目から構成されるものであった

（Table 2）．これらの質問項目について生徒に5件法（1：まっ
たくあてはまらない，2：あまりあてはまらない，3：どち
らでもない，4：あてはまる，5：よくあてはまる）で評価
させ，その結果を得点化した．

2.4.4.  形成的授業評価
子どもの心情から授業の成果を検討するために，毎回の

授業終了後に形成的授業評価（Table 3）を実施した（高
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橋ほか，2003）．調査項目は「成果」，「意欲・関心」，「学
び方」，「協力」の 4 次元 9 項目であった．これらの質問項
目について 3 件法（1：はい，2：どちらでもない，3：い
いえ）で評価させた．その後，各次元得点および 9 項目合
計得点の平均値について 5 段階の評価基準と照合した．

2.5.  統計処理

単元前後の変化をみるために，2 元配置の分散分析（群
間×単元前後）を行った．交互作用が認められた場合には，
群ごとに単元前後の値を対応のある t 検定で検討した．な
お，単元前におけるスキルテスト（8 の字ドリブルテスト），
体力テスト（150m 方向変換走）の群間差の検定には対応
のない t 検定を用いた．統計処理の有意性は危険率 5% 未
満で判定した．本研究では，フィールドプレーヤーのみで
なく，ゴールキーパー（GK）も含めて分析の対象として扱った．

3.  結　果

単元前におけるスキルテスト（8 の字ドリブルテスト），
および体力テスト（150 ｍ方向変換走）には両群間に有意
差は認められなかった（t(38)=-0.835,n.s.; t(38)=0.891,n.s.）．

Figure 2 に，単元前後におけるスキルテスト（8 の字ド
リブルテスト）の成績の変化を示した．8 の字ドリブルテ
ストの成績では，群間と単元前後に有意な交互作用は認め
られなかった（F(1, 38)=0.218,n.s.）．単元前後要因の主効
果をみると，単元前後に有意差が認められた．

Figure 3 に，単元前後における体力テスト（150m 方向
変換走）の成績の変化を示した．150m 方向変換走（6 本
の平均値）の成績では，群間と単元前後に有意な交互作用
が認められた（F(1, 38)=9.550, p < 0.05）．また，群ごとに
対応のある t 検定を行った結果，ラージコート群では
150m 方向変換走（6 本の平均値）の成績は単元後に有意
に向上した．

Figure 4 に，単元前後におけるゲームテスト中のボール
接触回数の変化を示した．ボール接触回数では，群間と単
元 前 後 に 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た（F(1, 
29)=0.060,n.s.）．単元前後要因の主効果をみると，単元前
後で有意な変化は認められなかった．

Figure 5 に，単元前後におけるゲームテスト中の移動距
離の変化を示した．ゲームテスト中の移動距離では，群間
と単元前後に有意な交互作用は認められなかった（F(1, 
29)=0.023,n.s.）．単元前後要因の主効果をみると，単元前
後で有意な変化は認められなかったが，群間要因の主効果
をみると，両群間に有意差が認められた。

Figure 6 に，単元前後におけるゲームテスト中の心拍数
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の変化を示した．ゲームテスト中の心拍数では，群間と単
元 前 後 に 有 意 な 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た（F(1, 
23)=0.396,n.s.）．単元前後要因の主効果をみると，単元前
後で有意な変化は認められなかった．

Table 2 に，単元前後におけるゲームテスト後の質問紙
調査の結果を示した．質問項目 4（ボールをける），質問
項目 5（ボールをとめる）では，群間と単元前後に有意な
交互作用が認められた（F(1, 28)=4.152, F(1, 28)=7.247, p < 
0.05）．また，群ごとに対応のある t 検定を行った結果，質
問項目 4（ボールをける）では両群ともに単元前後で有意
な変化は認められなかった．一方，質問項目 5（ボールを
とめる）では，両群ともに単元前後で有意傾向が認められ
た．　

Table 3 に，形成的授業評価の推移を示した．学び方・
協力の結果をみると，両群ともに単元進行に伴い，大きな
変化は認められなかったものの若干低下する傾向を示し
た．

4.  考　察

本研究では，まず最初にスキルテスト，体力テストの単
元前後の変化について検討した．スキルテスト（8 の字ド
リブルテスト）の成績では，群間と単元前後に有意な交互
作用は認められなかった（Figure 2）．単元前後要因の主
効果をみると，単元前後に有意差が認められた，つまりい
ずれの群においても成績は単元後に有意に向上した．この
ことは，コートの広さに関わらず技術を向上させることが
できることを示唆するものである．また，この理由の 1 つ
として，毎回の授業のはじめにボールに慣れるための運動
を行わせたことがあげられる．一方，体力テスト（150 ｍ
方向変換走）の成績では，単元前には両群に有意差は認め
られなかったが，群間と単元前後に有意な交互作用が認め
られた（Figure 3）．また，群ごとに対応のある t 検定を行っ
た結果，ラージコート群では体力テスト（150 ｍ方向変換
走）の成績は単元後に有意に向上した．このことに関連し
て，Hill-Hass et al. (2011) は，体力つくりに対する効果と
いう観点からゲームの人数を少なくすることに加えて，1
人あたりのコートの広さを大きくすることが重要であるこ
とを報告している．したがって，本研究の結果は Hill- 
Hass et al. (2011) の報告を支持するものであり，1 人あた
りのコートの広さが体力つくりに影響を及ぼすことを示す
ものである．また，本研究ではゲーム中の移動距離は両群
間で有意差が認められた（Figure 5）．このことは，ラー
ジコート群はミニコート群と比較して 5 分間あたりの移動
距離が多く，スピーディーに移動していたことを示すもの
である．したがって，このような運動を単元をとおして繰

り返し行ったことにより，単元前後でゲーム中の心拍数に
対する改善は認められなかったものの（Figure 6），スピー
ドや敏捷性などの改善が複合的に影響する方向変換走の成
績は向上したものと考えられる．

次に，ゲームテストの単元前後の変化について検討した．
ゲーム中の移動距離および心拍数では，群間と単元前後に
有意な交互作用は認められなかった（Figure 5，Figure 6）．
単元前後要因の主効果をみると，単元前後で有意な変化は
認められなかった．この理由として，ゲームにおける布陣

（システム）が影響している可能性がある．本研究では，
GK を除いた布陣（システム）を 2 － 3 － 2 と指定したこ
とから，ゲーム中の動きをある程度制限してしまったこと
が関係していると考えられる．したがって，ドリル練習中
にボール操作だけでなくボールをもたない動きを意識させ
たものの，ゲーム中の移動距離や心拍数には単元前後で顕
著な変化は認められなかったものと考えられる．単元前後
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におけるゲームテスト後の質問紙調査の結果をみると，質
問項目 4（ボールをける），質問項目 5（ボールをとめる）
では，群間と単元前後に有意な交互作用が認められた

（Table 2）．また，群ごとに対応のある t 検定を行った結果，
質問項目 4（ボールをける）では両群ともに単元前後で有
意な変化は認められなかった．一方，質問項目 5（ボール
をとめる）では，単元後にミニコート群では低下，ラージ
コート群では向上する傾向がみられた．また，ミニコート
群では，質問項目 12・13・14（関心・意欲・態度）が単
元後に低下する傾向を示した．サッカーのように足でボー
ルを操作することが難しいスポーツでは，習熟レベルが低
い場合，ボールコントロールに対する負荷が大きすぎるこ
とが指摘されており，このような問題に対して，コートの
広さを大きくすることによって負荷を軽減させる必要があ
ることが報告されている（田中，2006）．この報告をもと
にすると，単元進行に伴い守備能力が向上した可能性があ
ることだけでなく，ミニコート群では人数に対してコート
が狭く，ボールをける・とめるなどのボール操作が難しかっ
たことが推測される．なお，本研究ではゲーム中のボール
接触回数について検討したが，両群間に顕著な違いは認め
られなかった（Figure 4）．中山・浅井（2009）は，ボー
ル保持者への空間的負荷を明らかにするために，守備者と
ボールとの距離の観点からゲームを検討している．このこ

とを考慮すると，今後はゲーム中のボール接触回数のみで
なく，守備者のボール保持者への空間的負荷の観点から
ゲームを分析する必要がある．

さらに，本研究では形成的授業評価の推移について検討
した．その結果，学び方・協力の項目をみると，両群とも
に単元進行に伴い大きな変化は認められなかったものの若
干低下する傾向を示した（Table 3）．このことから，今後は，
授業が子ども達にとってさらに満足のいくものとなるよう
学び方・協力の点から改善していく必要があると考えられる．

以上をまとめると，コートの広さにかかわらず技術を向
上させることはできるが，ラージコートのゲームを単元の
中に組み込んだ授業では体力の養成に対する効果が得られ
ることが明らかとなった．したがって，指導現場において
体力つくりに配慮する際には，ゲームの人数を少なくする
だけでなく，1 人あたりのコートの広さを大きくすること
が必要であると考えられる．

子ども達の体力低下の問題は依然として深刻であること
から，体育授業においてはすべての運動領域で体力向上を
めざす方針が示されている（中教審，2008）．このことに
関連して，スポーツやダンスの中に体力つくりに対する学
習内容を取り入れることの必要性が指摘されている（高松，
2005）．その手順は次のとおりである．すなわち，①目標
の決定→②手段の準備→③計画の立案→④実践→⑤効果の

1．Could you play game according to the task of the game ?

2．Could you do what you have been unable do during the game until now ?

3．Could you contact the ball frequently ?

4．Could you kick the ball (pass, shoot) frequently ?

5．Could you control the ball frequently ?

6．Could you dribble frequently ?

7．Could you get the ball frequently ?

8．Could you perform helpful movements for team when you were away from the ball ?

9．Could you perform speedy play for a few seconds during game very frequently ?

10．Could you perform hard play lasting from 10 to 30 seconds during game sometimes ?

11．Could you move continuously during the game ?

12．Could you enjoy playing the game ?

13．Could you play game with maximal effort ?

14．Could you play the game in a friendly way and in cooperation with friends ?

（Achievement of  task）

（Outcomes）

（Contacting the ball）

（Kicking the ball）

（Controlling the ball）

（Dribble）

（Getting the ball）

（Positioning）

（Anaerobic power）

（Anaerobic capacity）

（Aerobic capacity）

（Interest）

（Volition）

（Attitude）

Small court group Large court group

Technique and  tactics

Physical fitness

Psychology

3.3±1.0

2.6±1.4

3.0±1.1

3.3±1.3

3.3±1.2

2.7±1.4

2.8±1.1

2.9±1.0

2.7±0.9

2.9±0.9

2.9±1.1

3.5±1.2

3.4±1.2

3.3±1.2

3.0±0.8

3.1±1.2

2.8±1.2

2.8±1.2

2.7±1.1

2.8±0.9

3.1±1.0

3.3±0.8

3.1±0.8

2.9±0.9

2.8±0.9

3.0±1.1

2.9±1.1

2.9±1.0

pre post

3.8±1.0

3.5±1.0

3.3±1.4

3.1±1.6

3.1±1.4

3.0±1.5

3.1±1.4

3.0±1.5

3.1±1.5

2.9±1.5

3.1±1.4

3.6±1.4

3.5±1.4

3.6±1.4

4.0±1.5

3.6±1.5

3.4±1.5

3.6±1.5

3.5±1.5

3.4±1.8

3.1±1.6

3.3±1.7

3.4±1.7

3.4±1.7

3.6±1.7

3.7±1.6

3.5±1.5

3.7±1.4

pre post

Values are mean±SD.

Table 2   The results of subjective evaluation after the game test before and after course.
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評価というサイクルにしたがって，技能の向上に結びつく
方向で体力を高めて行くことができる能力（プランニング・
ドゥイング・チェッキングできる能力）を開発することが
必要になる．本研究はこの手順における②に位置づくもの
であるが，スポーツやダンスの授業がこのような手順にし
たがって実践されれば，生徒はスポーツやダンスを楽しみ
ながら年間をとおして意図的・計画的に体力を高めること
に加えて，体力つくりの生活化に役立つ実践的能力も高め
ることができ，生涯にわたるスポーツライフを確立するこ
とができるものと考えられる．

なお，本研究はいくつかの課題を有している．本研究で
は，20 名ずつの 2 クラスを対象にして授業の効果を検討
した．今後，本研究で得られた知見を一般化するためには
対象者を増やしてさらに検討する必要がある．また，本研
究ではコートの広さを工夫した 8 対 8 のゲームを単元の中
に組み込んだ授業の効果を検討した．しかし，指導現場で
はねらいに応じて様々なゲームが行われていることから，
今後はねらいに応じて，コートの広さ・人数を変えたゲー
ムを単元の中に組み込み，その授業効果を検討する必要が
ある．さらに，本研究ではゲームの動きを主観的な評価（質
問紙による意識調査）に基づき評価したに過ぎないことか

ら，今後はミニゲームにすることによりどの程度ボールに
触れる機会が増加するのかを踏まえた上で，ゲーム中の動
きをボール操作とボールを持たない動きの観点から客観的
に評価する必要がある．

付記
本研究のデータは，文部科学省科学研究費補助金（研究

課題番号：23700703）の助成を受けて得られたものである．
また，本研究の一部は，2014 年ヨーロッパスポーツ科学
会議（ECSS）において発表された．
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